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税率・限度額ともに
　　　　　引き上げ

  国民健康保険税
６月定例会概要

　
６
月
定
例
会
を
、
６
月
８
日
か
ら
11
日
ま
で

の
４
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　
審
議
し
た
議
案
は
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
案
な
ど
15
議
案
。そ
の
す
べ
て
を
、

原
案
の
と
お
り
同
意
・
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
質
問
は
３
氏
が
登
壇
し
て
町
政

を
た
だ
し
、
陳
情
１
件
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
税
額

は
、
毎
年
、
前
年
度
繰
越
金

が
ほ
ぼ
確
定
す
る
こ
の
６
月

定
例
会
で
決
ま
り
ま
す
。

　

今
定
例
会
、
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
の
歳

入
に
、
前
年
度
繰
越
分
と
し

て
１
億
円
を
追
加
し
、
国
保

財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し

て
３
０
０
０
万
円
を
充
当
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
当
初
予

算
で
４
・
６
％
と
予
測
さ
れ

資
産
割
税
率
と
均
等
割
・
平

等
割
金
額
を
引
き
上
げ
る
も

の
で
す
。

　

議
会
で
は
、
こ
の
国
保
税

条
例
改
正
案
と
国
保
会
計
補

正
予
算
案
を
賛
成
多
数
で
可

決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
の

地
方
税
法
の
改
正
に
と
も
な

　

そ
の
他
、
平
成
22
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
歳

入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
１
億

８
９
０
１
万
１
千
円
を
追
加

一
般
会
計
補
正
予
算

子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
に
助
成

医
療
費
伸
長

１
億
３
０
０
０
万
円
で
も
追
い
つ
か
ず

国民健康保険税の前年度対照表
１．国民健康保険税・税率調

応　能 応　益
所得割 資産割 均等割額 平等割額

21年度 22年度 21年度 22年度 21年度 22年度 21年度 22年度
国民健康保険（医療費分） 6.20％ 6.60％ 26.30％ 28.10％ 20,900円 22,300円 20,000円 21,300円
後期高齢者課税 (支援金分 ) 2.20％ 2.20％ 10.70％ 10.70％ 7,500円 7,500円 6,900円 6,900円
介護給付金課税（介護保険分） 1.40％ 1.40％ 8.20％ 8.20％ 7,100円 7,100円 4,200円 4,200円

合　　計 9.80％ 10.20％ 45.20％ 47.00％ 35,500円 36,900円 31,100円 32,400円

２．国民健康保険税・課税限度額調
21年度 22年度

医療費分 47万円 50万円
支援金分 12万円 13万円
介護保険分 10万円 10万円
合　計 69万円 73万円

負担能力に応じた課税
・所得（課税総所得金額）に応じて計算
・資産（固定資産税）に応じて計算
受益数に応じた課税
・加入者数に応じて計算
・１世帯いくらと計算
税を賦課できる最高額

➡
➡
➡
➡
➡
➡
➡

応能
・所得割
・資産割
応益
・均等割額
・平等割額
課税限度額

３．国民健康保険税・税額調（平均額）
一世帯あたりの額 一人あたりの額

21年度 22年度 21年度 22年度
医療費分 111,803円 112,621円 55,842円 57,353円
支援金分 39,099円 37,040円 19,522円 18,862円
介護保険分 25,808円 24,739円 18,838円 18,164円

合　計 176,710円 174,400円 94,202円 94,379円

（
※
注
）
専
決
処
分
　
議
会
を
開
く
い
と
ま
が
な
い
時
に
、議
会
の
権
限
事
項
を
長
が

自
ら
決
め
る
こ
と
。

＊課税限度額の改正や加入世帯数増などにより、22年度の一世帯平均額は前年度より下がりました。

た
医
療
費
の
伸
長
に
は
追
い

つ
か
ず
、
国
保
税
率
を
引
き

上
げ
る
改
正
案
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

　

国
保
税
は
、
医
療
費
分
・

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
・
介

護
保
険
分
を
そ
れ
ぞ
れ
に

所
得
割
・
資
産
割
（
応
能
）、

均
等
割
・
平
等
割
（
応
益
）

に
分
け
て
算
定
し
、
そ
の
合

計
額
を
賦
課
し
ま
す
。
改
正

案
は
、医
療
費
分
の
所
得
割
・

う
専
決
処
分
（
※
注
）
を
承

認
し
て
、
医
療
費
分
と
支
援

金
分
の
課
税
限
度
額
を
引
き

上
げ
ま
し
た
。

　

改
正
さ
れ
た
国
保
税
の
詳

細
は
、
前
年
度
対
照
表
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を

１
１
０
億
９
８
７
０
万
７
千

円
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
中
学
校
の

女
子
生
徒
を
対
象
に
、
新
た

に
創
設
し
た
子
宮
頸
が
ん
予

防
接
種
経
費
の
助
成
金
８
７

６
万
８
千
円
、
４
月
26
日
故

障
し
た
六
郷
温
泉
あ
っ
た
か

山
源
泉
ポ
ン
プ
の
交
換
に
関

連
し
た
経
費
６
０
８
万
６
千

円
、
５
千
円
を
限
度
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
２
分
の
１

を
助
成
す
る
１
９
１
３
万
円

な
ど
で
す
。

　

以
下
、
本
会
議
で
の
主
な

質
疑
を
４
～
５
Ｐ
に
、
６
月

30
日
か
ら
３
日
間
お
こ
な
っ

た
行
政
視
察
報
告
を
６
～
７

Ｐ
に
、
一
般
質
問
を
８
～
10

Ｐ
に
掲
載
し
ま
す
。な
お『
広

報
・
美
郷
』
７
月
号
の
８
～

９
Ｐ
に
も
６
月
定
例
会
の
関

連
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ

さ
い
。

仙南診療所

六郷温泉あったか山
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男
性
の
育
休
取
得
は

中
村
（
美
）
議
員　

男
性
職
員
の

育
児
休
業
取
得
状
況
は
。

総
務
課
長　

今
の
と
こ
ろ
取
得
者

は
い
な
い
。

泉
（
繁
）
議
員
　

　

医
療
費
の
高
騰
が
続
く
中
、
前

深
澤
（
均
）
議
員　

戸
別
所
得
補

償
へ
の
加
入
や
、
大
豆
へ
の
取
り

組
み
な
ど
野
帳
提
出
段
階
で
の
感

触
を
う
か
が
う
。

農
政
課
長　

21
年
度
は
転
作
未
達

成
者
が
62
名
だ
が
、
今
年
度
は
、

現
段
階
で
12
名
減
る
予
定
だ
。
大

豆
に
つ
い
て
は
、
加
工
用
利
用
米

へ
の
取
り
組
み
が
増
え
て
お
り
、

そ
の
分
減
少
す
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。企

業
誘
致
は

森
元
議
員　

企
業
誘
致
の
た
め
旅

費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
企
業
に
ね
ら
い
を
絞
っ
て

い
る
か
。

商
工
観
光
交
流
課
長　

愛
知
県
の

自
動
車
関
連
部
品
工
場
へ
誘
致
セ

ー
ル
ス
に
行
く
旅
費
だ
。

準
要
保
護
世
帯
に
も
拡

大
を

泉
（
美
）
議
員　

子
宮
頸
が
ん
予

防
接
種
が
、
生
活
保
護
世
帯
に
全

額
公
費
負
担
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

準
要
保
護
世
帯
に
も
拡
大
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

福
祉
保
健
課
長　

あ
く
ま
で
も
任

意
接
種
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
季

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
と
同

じ
考
え
で
対
応
し
、
拡
大
は
考
え

て
い
な
い
。

住
民
検
討
会
の
内
容
は

熊
谷
（
良
）
議
員　

空
き
施
設
等

活
用
住
民
検
討
委
員
会
の
メ
ン
バ

ー
と
対
象
施
設
、
今
後
の
日
程
は
。

総
務
課
長　

美
郷
町
学
校
再
編
に

よ
る
空
き
施
設
を
対
象
に
、
各
種

団
体
の
代
表
者
６
名
、
地
域
住
民

代
表
と
し
て
Ｐ
Ｔ
A
役
員
６
名
、

そ
れ
に
町
か
ら
２
名
の
14
名
だ
。

概
ね
12
月
を
め
ど
に
方
針
を
定
め

て
い
た
だ
く
。

火
災
警
報
器
補
助
の
申

請
は

熊
谷
（
隆
）
議
員　

住
宅
用
火
災

警
報
器
補
助
金
の
申
請
と
内
容
の

周
知
は
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正職

員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る

条
例
の
改
正

一
般
会
計
補
正
予
算

医
療
費
の
伸
び
は

泉
（
美
）
議
員　

21
年
度
医
療
費

の
前
年
度
対
比
は
。

福
祉
保
健
課
長　

一
人
あ
た
り
換

算
で
、
20
年
度
は
約
19
万
９
千
円
、

21
年
度
は
20
万
９
千
円
と
５
％
ほ

ど
伸
び
て
い
る
。

反
対
討
論

賛
成
討
論

保
健
事
業
団
の
空
き
施

設
は

福
田
議
員　

保
健
事
業
団
の
旧
施

設
に
入
り
た
い
と
い
う
方
が
た
く

さ
ん
い
る
よ
う
だ
が
そ
の
対
応
は
。

総
務
課
長　

複
数
の
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
、
商
工
観
光
交
流
課
で
対

応
を
進
め
て
い
る
。

戸
別
所
得
補
償
加
入
へ
の
感
触
は

泉
（
美
）
議
員　

　

経
済
不
況
の
も
と
、
昨
年
に
続

い
て
の
引
き
上
げ
は
さ
ら
な
る
負

担
増
と
な
る
も
の
で
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
な
ど
で
値
上
げ

を
抑
え
る
べ
き
と
考
え
、
町
民
の

暮
ら
し
を
守
る
立
場
か
ら
賛
成
で

き
な
い
。

11
日
の
定
例
会
最
終
日
、
議
案
に
対
す
る
質
疑
と
採
決
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
主
な
質
疑
を
要
約
し
お
伝
え
し
ま
す
。

旧保健事業団施設

大豆圃場への除草剤散布

火
災
警
報
器

住
民
生
活
課
長　

申
請
は
、
購
入

先
を
町
内
と
し
領
収
書
と
鑑
定
合

格
証
を
お
願
い
す
る
。
周
知
は
チ

ラ
シ
な
ど
で
対
応
す
る
。

戸
澤
議
員　

補
助
申
請
の
想
定
数

と
生
活
保
護
世
帯
へ
の
全
額
補
助

の
考
え
は
。

住
民
生
活
課
長　

す
で
に
設
置
さ

れ
て
い
る
家
庭
を
２
割
程
度
と
し
、

全
て
の
家
庭
が
申
請
す
る
か
ど
う

か
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
６
割
分

を
計
上
し
て
い
る
。
保
護
世
帯
へ

の
全
額
補
助
は
考
え
て
い
な
い
。

工
事
内
容
は

福
田
議
員　

南
行
政
セ
ン
タ
ー
の

工
事
内
容
は
。

総
務
課
長　

通
用
口
タ
イ
ル
修
繕

工
事
で
、
指
定
管
理
契
約
を
す
る

以
前
に
修
繕
を
必
要
と
す
る
も
の

だ
っ
た
。

年
度
繰
越
金
の
追
加
や
基
金
の
取

り
崩
し
を
し
て
も
財
源
不
足
が
生

じ
る
こ
と
か
ら
、
独
立
採
算
制
を

原
則
と
す
る
特
別
会
計
に
お
い
て

は
、
や
む
を
得
な
い
も
の
と
賛
成

す
る
。
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行政視察研修 美郷町議会は、6月 30日～ 7月２日までの3日間、長野県
と山梨県で行政視察研修を行いました。

　

１
日
目
の
視
察
地
、
長
野

県
川
上
村
に
到
着
。
標
高
１

１
０
０
ｍ
の
高
地
一
面
に
広

が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
止
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
午
後
２
時
か

ら
の
研
修
で
し
た
が
、
畑
に

は
人
影
が
ま
っ
た
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、

夜
明
け
前
の
午
前
２
～
３
時

頃
か
ら
照
明
を
つ
け
て
の
収

穫
・
出
荷
作
業
が
お
昼
ま
で

続
き
、
研
修
中
は
大
切
な
お

昼
休
み
時
間
で
す
。
午
後
は

苗
の
定
植
や
防
除
作
業
、
夕

食
を
す
ま
せ
夜
８
時
に
就
寝

と
い
う
の
が
一
日
の
サ
イ
ク

ル
で
し
た
。

　

３
月
の
播
種
か
ら
10
月
の

収
穫
終
了
ま
で
、
１
８
０
０

ha
で
の
二
期
作
。
こ
の
猛
烈

な
頑
張
り
の
成
果
が
、
約
６

０
０
戸
の
レ
タ
ス
農
家
で
１

５
０
億
円
ほ
ど
の
販
売
額
を

生
み
だ
し
ま
す
。
１
戸
あ
た

り
２
５
０
０
万
円
の
販
売
額

は
う
ら
や
ま
し
い
限
り
で
す
。

し
か
し
、
驚
か
さ
れ
る
の
は

こ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
均
耕
作
面
積
が
３
ha
で
、

10
ａ
あ
た
り
９
０
０
０
株
の

レ
タ
ス
の
植
え
付
け
や
収
穫

は
全
て
手
作
業
で
し
た
。
雇

用
な
し
に
は
栽
培
が
で
き
ず
、

平
成
18
年
に
は
外
国
人
研
修

生
受
け
入
れ
の
協
議
会
を
設

立
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、

中
国
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
７

４
４
名
の
技
術
習
得
研
修
生

を
受
け
入
れ
、
３
４
７
戸
の

農
家
に
２
～
３
名
配
置
し
村

の
農
業
を
支
え
て
も
ら
っ
て

い
ま
し
た
。

　

農
業
後
継
者
の
定
着
率
は

高
く
、
人
口
約
４
０
０
０
人

の
村
に
40
歳
ま
で
の
消
防
団

員
が
３
０
０
名
も
い
ま
し
た
。

理
由
は
、
高
収
入
が
望
め
る

農
業
が
で
き
る
た
め
で
、
村

に
は
耕
作
放
棄
地
も
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
レ

タ
ス
栽
培
が
基
幹
産
業
で
、

稲
作
や
花
き
、
果
樹
が
全
く

な
い
た
め
に
思
い
切
っ
た
施

策
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

　

今
回
、
川
上
村
で
の
様
々

な
取
り
組
み
を
勉
強
し
ま
し

た
が
、
施
策
を
絞
り
投
資
を

集
中
さ
せ
る
こ
と
を
学
び
、

今
後
の
美
郷
町
に
も
参
考
に

な
る
研
修
で
し
た
。

長野県川上村長
野
県
東
御
市

と
う
み

　

視
察
２
日
目
は
、
美
郷
町

と
同
様
に
、
東
京
都
大
田
区

と
友
好
都
市
提
携
を
結
ん
で

い
る
長
野
県
東
御
市
を
訪
問

し
ま
し
た
。

　

東
御
市
は
、
平
成
16
年
４

月
に
２
町
村
が
合
併
し
て
で

き
ま
し
た
。
人
口
約
３
万
２

の
共
同
施
設
と
し
て
「
大
田

区
休
養
村
と
う
ぶ
」を
建
設
・

オ
ー
プ
ン
し
、
今
で
は
大
田

区
59
校
の
小
学
生
が
毎
年
３

泊
４
日
の
校
外
活
動
に
訪
れ

て
い
ま
す
。

　

市
の
重
点
施
策
と
し
て
、

３
・
５
万
人
か
ら
４
万
人
が

暮
ら
す
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

を
第
一
に
掲
げ
、地
産
地
消
・

食
の
掘
り
起
こ
し
の
推
進
に

よ
る
「
食
育
の
里
」
づ
く
り

や
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

な
ど
に
よ
る
都
市
と
農
村
交

流
の
推
進
で
定
住
人
口
の
増

加
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

東
御
市
と
美
郷
町
は
、
大

田
区
で
お
こ
な
わ
れ
る
「
Ｏ

Ｔ
Ａ
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」

を
通
し
て
の
つ
な
が
り
も
あ

り
、
今
回
の
視
察
は
大
変
友

好
的
な
も
の
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

山梨県北杜市
ほくと

に
し
た
複
合
施
設
で
第
三
セ

ク
タ
ー
に
よ
る
運
営
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

復
元
建
設
と
い
う
こ
と
で
、

実
際
に
空
き
校
舎
を
利
用
し

た
事
例
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
ア
イ
デ
ア
し
だ
い

で
は
学
校
の
校
舎
が
様
々
に

利
用
で
き
る
こ
と
を
実
感
し
、

美
郷
町
議
会
が
こ
の
問
題
に

一
歩
踏
み
出
し
た
研
修
と
な

り
ま
し
た
。

が
る
レ
タ
ス
畑
、
そ
の
レ
タ

ス
を
詰
め
た
段
ボ
ー
ル
箱
を

運
び
出
す
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー

千
人
で
県
の
東
部
に
位
置
し
、

八
ヶ
岳
連
峰
の
雄
大
な
山
並

み
が
広
が
る
自
然
豊
か
な
市

で
す
。

　

平
成
10
年
８
月
に
、
東
京

都
大
田
区
が
、
合
併
前
の
旧

東
部
町
に
区
民
の
保
養
施
設

と
児
童
・
生
徒
の
校
外
施
設

川上村レタスのパンフレット

町田議長（左）と花岡市長

食
が
テ
ー
マ
の
昭
和
校
舎

　

現
在
、
少
子
化
が
進
む
中

で
の
空
き
校
舎
対
策
は
、
多

く
の
自
治
体
が
共
通
に
抱
え

る
課
題
で
す
。
ま
し
て
、
合

併
市
町
村
の
場
合
は
、
こ
の

問
題
が
顕
著
化
し
て
き
ま
す
。

　

美
郷
町
も
、
平
成
25
年
４

月
１
日
ま
で
に
、
６
つ
の
小

中
学
校
が
空
き
校
舎
と
な
り

ま
す
。
地
域
住
民
に
と
っ
て

『
よ
り
ど
こ
ろ
』
だ
っ
た
小

中
学
校
の
空
き
校
舎
を
ど
う

す
る
の
か
。
現
在
、
合
併
美

郷
町
の
一
番
の
課
題
と
も
言

え
る
で
し
ょ
う
。

　

行
政
視
察
の
３
日
目
は
、

こ
の
問
題
解
決
の
一
助
と
な

る
よ
う
、
山
梨
県
北
杜
市
に

あ
る
「
三
代
校
舎
ふ
れ
あ
い

の
里
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
明
治
・
大
正
・

昭
和
と
三
代
に
わ
た
る
地
域

の
学
校
を
復
元
し
て
一
箇
所

に
建
設
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
、

▼
明
治
校
舎
が
歴
史
資
料
館

で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
運
営

▼
大
正
校
舎
が
農
業
体
験
農

園
施
設
で
住
民
に
よ
る
管
理

委
員
会
で
運
営

▼
昭
和
校
舎
が
食
を
テ
ー
マ
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次
世
代
と
の
交
流
の

場
を

中
野
地
区
交
差
点
の
早
期
改
良
を

看
板
設
置
で
注
意
を
喚
起

町政を問う

深澤　　均 議員
森元　淑雄 議員
泉　美和子 議員

質 問 者

深澤　均 議員

議
員　

町
道
中
野
寺
田
白
山

線
は
選
果
場
方
向
か
ら
進
行

し
て
く
る
と
県
道
角
六
線
に

か
な
り
鋭
角
に
交
差
し
て
お

り
、
交
差
点
付
近
六
郷
方
向

へ
の
見
通
し
が
非
常
に
悪
く

危
険
だ
。
道
路
改
良
計
画
は

あ
る
の
か
。
な
け
れ
ば
交
差

点
だ
け
の
早
期
改
良
が
必
要

だ
。

町
長　

道
路
改
良
計
画
は
な

い
。
交
差
点
改
良
は
、
直
角

交
差
を
条
件
に
県
公
安
委
員

会
と
協
議
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
こ
の
箇
所
は
県
道
側
が

緩
い
カ
ー
ブ
が
連
続
し
て
い

る
た
め
、
見
通
し
良
好
な
地

点
な
ど
に
つ
い
て
十
分
な
検

討
が
必
要
な
こ
と
や
、
用
地

確
保
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ

る
た
め
、
直
ち
に
方
針
を
決

め
ら
れ
な
い
問
題
だ
ろ
う
と

思
う
。

　

幸
い
こ
れ
ま
で
大
き
な
交

通
事
故
は
10
年
以
上
な
い
。

こ
の
状
況
を
維
持
で
き
る
よ

う
町
と
し
て
は
、
町
道
側
に

新
た
に
看
板
を
設
置
し
て
注

意
を
一
層
喚
起
す
る
と
と
も

に
県
道
側
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

を
増
設
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

少
子
化
対
策
や
定
住

促
進
に
あ
た
り
、
20
代
、
30

代
を
中
心
と
し
た
次
世
代
の

考
え
方
や
価
値
感
を
肌
で
感

じ
、
今
後
の
町
づ
く
り
に
生

か
す
こ
と
が
活
力
あ
る
美
郷

の
起
点
と
考
え
る
。幼
稚
園
・

保
育
園
の
保
護
者
会
や
小
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
機
会
に
、
町
長

と
町
づ
く
り
を
語
り
合
う
交

流
の
場
を
も
て
な
い
か
。

　

ま
た
、
次
代
を
担
う
若
手

農
業
者
間
の
交
流
の
場
も
必

要
で
あ
り
、
町
と
し
て
も
積

極
的
な
対
応
・
交
流
を
す
べ

き
だ
。

町
長　

幼
・
保
育
園
や
学
校
、

保
護
者
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
に

対
し
、
意
見
交
換
の
時
間
の

確
保
や
参
加
見
通
し
な
ど
に

つ
い
て
打
診
し
た
い
。

　

若
手
農
業
者
の
交
流
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
は
美
郷
町

地
域
担
い
手
育
成
総
合
支
援

協
議
会
で
も
、
重
点
活
動
と

し
て
若
い
担
い
手
の
掘
り
起

こ
し
と
と
も
に
、
意
見
を
伺

う
場
を
設
け
る
こ
と
に
し
て

い
る
。
町
と
し
て
は
こ
の
事

業
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
交
流

の
場
を
設
定
し
て
い
き
た
い
。

３
議
員
が
６
項
目
に
つ
い
て
質
す

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
事
業
を

泉　美和子 議員

議
員　

昨
年
の
12
月
議
会
で

も
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事

業
の
創
設
を
求
め
た
が
、
今

年
３
月
か
ら
県
が
実
施
し
た

こ
と
を
受
け
て
、
県
内
３
分

の
２
市
町
村
に
助
成
制
度
が

広
が
っ
て
い
る
。

　

住
民
の
住
環
境
改
善
の
要

望
の
高
さ
と
、
事
業
の
地
域

経
済
へ
の
波
及
効
果
の
大
き

議
員　

子
宮
頸
が
ん
を
予
防

す
る
画
期
的
な
ワ
ク
チ
ン
が

開
発
さ
れ
、
日
本
で
も
承
認
、

販
売
さ
れ
る
中
、
公
費
で
の

接
種
を
望
む
運
動
が
広
が
っ

て
い
る
。

　

国
内
で
は
年
間
１
万
５
千

人
が
罹
患
し
、
約
３
５
０
０

人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
と
推

計
さ
れ
て
い
る
。

　

予
防
ワ
ク
チ
ン
は
任
意
接

種
で
、
約
５
万
円
の
高
額
費

用
が
か
か
り
、
各
自
治
体
で

の
公
費
助
成
が
広
が
っ
て
い

る
。
当
町
で
の
助
成
を
求
め

る
。

町
長　

予
防
ワ
ク
チ
ン
は
、

正
し
い
知
識
や
情
報
の
啓
発

普
及
を
、
確
実
に
行
っ
た
上

で
の
実
施
が
大
切
だ
。

　

専
門
家
の
見
解
や
国
の
方

向
性
を
検
討
し
、
医
師
会
の

協
力
支
援
の
内
諾
が
得
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
準
備
が
整
い

次
第
実
施
す
る
。

さ
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。「
美

郷
町
で
も
ぜ
ひ
」
の
声
に
応

え
る
た
め
に
も
助
成
事
業
の

創
設
を
求
め
る
。

町
長
　
個
人
所
有
住
宅
へ
の

公
金
支
出
は
、
町
民
各
位
に

そ
の
施
策
目
的
が
は
っ
き
り

理
解
さ
れ
る
こ
と
が
肝
要
と

考
え
る
。
一
過
性
の
施
策

で
は
な
く
、
で
き
れ

ば
一
定
期
間
実
施
し
、

行
政
課
題
の
解
決
に

寄
与
す
る
施
策
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
経
済

対
策
と
し
て
の
側
面

が
強
い
県
事
業
は
県

子宮頸がん予防
　ワクチンに助成を
準備が整い次第実施する

　

今
年
度
は
、
中
学
女
子
生

徒
２
７
３
人
に
接
種
支
援
の

費
用
を
補
正
計
上
し
て
い
る
。

事
業
と
し
て
推
進
し
て
も
ら

い
、
町
と
し
て
の
行
政
課
題

解
決
に
重
き
を
置
く
観
点
で
、

あ
わ
せ
て
経
済
対
策
に
も
資

す
る
よ
う
取
り
組
み
を
整
理

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
単

純
に
県
事
業
に
町
補
助
金
を

上
乗
せ
す
る
考
え
方
に
は
立

っ
て
い
な
い
。

町道中野寺田白山線と県道の交差点

た
だ
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請願・陳情請願・陳情

◇安全・安心な国民生活実現のため、防災・生活
関連予算の拡充と国土交通省の地方出先機関の
存続を求める陳情書
　　　　国土交通省管理職ユニオン東北支部

　　　　　　執行委員長　堀井　学

❖
議
会
の
動
き

採択しました

４
月

１
・
２
・
５
日

	

議
会
広
報
特
別
委
員
会

９
日　

議
会
運
営
委
員
会

22
日	

議
会
意
見
交
換
会

23
日	

岩
手
県
遠
野
市
議
会
来

町
（
議
会
広
報
視
察
研

修
）　

５
月

12
日　

議
会
全
員
協
議
会

６
月

１
・
８
日　

議
会
運
営
委
員
会

８
日	

第
３
回
議
会
定
例
会

　
　
　

（
～
11
日
）

　
　
　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

９
日　

総
務
常
任
委
員
会

10
日　

議
会
全
員
協
議
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

15
日	

議
会
意
見
交
換
会

30
日　

行
政
視
察
研
修

　
　
　

（
～
７
月
２
日
）

７
月

６
・
８
日　

議
会
広
報
特
別
委

員
会

15
日	

群
馬
県
吉
岡
町
議
会
来

町
（
議
会
運
営
・
議
会

広
報
視
察
研
修
）

【
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
】

　

次
の
方
の
推
薦
に
同
意
し
ま
し

た
。

 

❖
人
事

山田重悦 氏　新任
（金沢野際）

平成22年度 ｢住民と議会との懇談会 ｣を開催します
　議会では、本会議の内容や議会活動の状況などを町民の皆さんにご報告・説明し、また、
議会に対する意見や要望をお聴きする機会として、「住民と議会との懇談会」を開催します。
町内９会場どこでも自由に参加できます。たくさんのご来場をお待ちしております。

１．日程

日　時 地　区 　会　　　場 担当班

7 月 20 日 ( 火）
午後 7 時 00 分～
　　午後 8 時 30 分

千畑地区
一丈木会館 1 班
小荒川会館 2 班

六郷地区 大町会館（大町農業会館） 3 班

7 月 21 日 ( 水）
午後 7 時 00 分～
　　午後 8 時 30 分

仙南地区
上千間谷地会館 1 班
下中野町会館 2 班
籠林会館 3 班

7 月 22 日 ( 木）
午後 7 時 00 分～
　　午後 8 時 30 分

六郷地区
馬町児童館 1 班
押切紀の国会館 2 班

千畑地区 安城寺会館 3 班

２．担当班議員氏名

1班 2班 3班

熊谷　良夫　　武藤　　威
中村　利昭　　澁谷　俊二
熊谷　隆一　　飛澤龍右ェ門

中村美智男　　伊藤　福章
泉　美和子　　泉　　繁夫
深澤　　均　　髙橋　　猛

森元　淑雄　　吉野　　久
福田　　守　　杉澤　隆一
戸澤　　勉　　深沢　義一

体
育
施
設
の
管
理
体

制
は

森元　淑雄 議員

議
員　

５
月
下
旬
、
社
体
球

場
と
百
目
木
球
場
を
訪
ね
る

と
、
草
が
伸
び
た
ま
ま
、
フ

ェ
ン
ス
な
ど
も
つ
ぶ
れ
た
ま

ま
の
状
態
で
あ
っ
た
。

　

各
施
設
を
長
く
保
つ
た
め

に
も
、
保
守
管
理
が
何
よ
り

大
事
と
思
う
が
今
後
の
町
の

管
理
体
制
に
つ
い
て
う
か
が

う
。

町
長　

野
球
場
の
保
守
管
理

オムニコートの新設を
議論を深めたい

議
員　

町
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

は
か
な
り
の
年
数
が
経
過
し
、

状
態
も
悪
化
し
て
い
る
。
ま

た
、
コ
ー
ト
も
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
の
た
め
、
身
体
へ
の
負
担

も
大
き
い
。
現
在
、
町
の
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
で
は
他

市
の
コ
ー
ト
を
借
り
て
練
習

し
、
美
郷
町
大
会
も
他
市
で

行
っ
て
い
る
状
態
だ
。
こ
の

よ
う
な
状
況
か
ら
オ
ム
ニ
コ

ー
ト
の
新
設
が
必
要
と
考
え

る
。

町
長　

体
育
施
設
に
つ
い
て

は
町
民
の
体
力
向
上
や
健
康

増
進
を
推
進
す
る
上
で
大
切

な
施
設
と
認
識
し
て
い
る
。

し
か
し
、
練
習
場
新
設
は
、

建
設
費
の
み
な
ら
ず
、
維
持

管
理
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
。
町
の
弓
道
場
や
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
が
近
隣
市
の
人

達
か
ら
も
利
用
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
施
設
の
広
域
的
な

利
用
も
選
択
肢
の
一
つ
で
は

と
考
え
る
。

　

し
か
し
、
今
後
の
学
校
統

合
に
伴
う
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

あ
り
方
も
視
野
に
入
れ
議
論

を
深
め
た
い
。
ま
た
、
町
民

大
会
に
つ
い
て
は
、
既
存
の

教
育
施
設
利
用
に
つ
い
て
調

整
可
能
で
あ
れ
ば
対
処
し
た

い
。

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
年

数
回
の
草
刈
り
を
始
め
必
要

に
応
じ
て
修
繕
を
実
施
し
な

が
ら
管
理
し
て
き
た
が
、
今

年
度
、
一
部
球
場
の
管
理
が

十
分
で
な
く
、
直
ち
に
で
き

る
範
囲
の
保
守
を
行
い
、
破

損
し
て
い
る
フ
ェ
ン
ス
の
修

繕
も
６
月
中
に
発
注
す
る
予

定
だ
。

　

今
後
は
町
有
の
体
育
施
設

全
体
を
考
慮
す
る
と
、
町
が

野
球
場
の
み
に
一
定
水
準
を

維
持
す
る
保
守
管
理
を
全
面

的
に
担
う
こ
と
は
公
平
性
の

問
題
や
財
政
の
観
点
か
ら
難

し
さ
が
あ
る
と
考
え
る
。
し

た
が
っ
て
、
メ
イ
ン
球
場
は

町
が
で
き
る
だ
け
保
守
管
理

を
担
い
、
サ
ブ
球
場
に
つ
い

て
は
、
野
球
連
盟
な
ど
に
で

き
る
範
囲
の
協
力
を
お
願
い

す
る
な
ど
意
見
交
換
し
な
が

ら
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

社体球場での野球

町政を問う
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委
員
長 

泉
　
美
和
子

副
委
員
長 

深
澤
　
　
均

委
　
員 

吉
野
　
　
久

委
　
員 

戸
澤
　
　
勉

委
　
員 

飛
澤
龍
右
エ
門

委
　
員 

深
沢
　
義
一

　
次
回
定
例
会
は
、
９
月

上
旬
の
開
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
傍
聴
を
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

『
も
り
の
学
校
』・
・
・
い
つ
の
頃
か

ら
呼
び
継
が
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う

か
。
郷
愁
を
誘
う
や
さ
し
い
響
き
の

別
称
を
も
つ
金
沢
小
学
校
。
坂
道
を

登
り
切
る
と
、
校
門
の
横
に
そ
っ
と

佇
ん
で
い
る
二
宮
尊
徳
像
と
小
鳥
の

囀
り
が
、
来
校
者
を
お
迎
え
し
て
い

ま
す
。

　
さ
て
、
本
校
で
は
、
平
成
20
年
度

か
ら
全
校
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
挑
戦
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
当
時
の
職
員

と
子
ど
も
た
ち
と
で
作
り
上
げ
た
創

作
劇「
も
り
っ
子
ぼ
ん
で
ん
物
語
」で
す
。  

明
治
７
年
開
校
の
本
校
は
、『
も
り
の

学
校
』
と
し
て
地
域
の
方
々
に
愛
さ
れ
、

伝
統
と
し
て
特
色
の
あ
る
活
動
を
大
切

に
引
き
継
い
で
き
ま
し
た
。 「
も
り
っ

子
ぼ
ん
で
ん
物
語
」
は
、
八
幡
神
社
へ

の
奉
納
相
撲
や
梵
天
・
太
鼓
な
ど
地
域

と
の
関
わ
り
の
中
で
取
り
組
ん
で
き
た

活
動
を
盛
り
込
み
な
が
ら
、
学
校
や
郷

土
へ
の
愛
着
と
生
き
る
こ
と
へ
の
勇
気

を
育
む
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
21
年
度
と
22
年
度
は
、「
チ
ェ

ン
ジ
あ
き
た
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
」に
採
択
さ
れ
、県
の
助
成
を
受
け
て
、

プ
ロ
の
演
出
家
や
俳
優
か
ら
台
本
見
直

もりっ子ぼんでん物語

し
や
演
技
指
導
を
受
け
て
の
発
表
と
な

り
ま
す
。
照
明
機
材
・
音
響
機
材
も
プ

ロ
仕
様
の
中
で
、
群
読
・
演
奏
・
歌
・

踊
り
と
子
ど
も
た
ち
の
個
性
と
表
現
力

が
キ
ラ
リ
と
輝
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

  

今
年
度
も
７
月
か
ら
プ
ロ
の
方
々
と

の
練
習
が
始
ま
り
ま
す
。
太
鼓
や
梵
天

歌
は
、
地
域
の
方
々
か
ら
ご
指
導
を
い

た
だ
き
ま
す
。
９
月
18
日
の
学
習
発
表

会
で
は
、
家
族
や
地
域
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
も
込
め
て
精
一
杯
の
発
表
を
致
し

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
々
が
『
も
り
の

学
校
』
に
お
い
で
下
さ
る
こ
と
を
心
か

ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

校
長
　
加
藤
　
悦
子

　
参
院
選
の
最
中
で
あ
る
。
あ
ま
り
期
待
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
サ
ッ
カ
ー
の
活
躍
に
関
心
が
集

中
し
、
地
球
儀
を
出
し
て
対
戦
国
を
捜
し
て
い

る
。

　
首
相
が
短
期
間
に
交
代
を
繰
り
返
し
て
い
て

は
、
国
の
施
策
に
期
待
が
持
て
ず
憤
り
す
ら
お

ぼ
え
る
。

　
梅
雨
空
の
早
朝
、
我
が
家
の
裏
木
戸
に
オ
ニ

ヤ
ン
マ
（
ノ
マ
ダ
ン
ブ
リ
）
が
生
ま
れ
始
め
た
。

夜
に
は
裏
の
小
川
の
橋
に
腰
を
か
け
、
ほ
た
る

の
舞
を
眺
め
て
い
る
。
し
ば
し
、
な
ご
み
の
こ

の
季
節
が
特
に
嬉
し
い
。

戸
澤
　
勉

キラリ美郷人は、学校シリーズ第3回目
として金沢小学校の活動を紹介します。

金沢小学校

議

会

広

報

特
別
委
員
会

八
幡
神
社
へ
の
ぼ
ん
で
ん
奉
納


